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‭小規模多機能Bene‬
‭ご利用者様・ご家族様‬

‭株式会社やぶらいふ‬
‭小規模多機能型居宅介護Bene‬

‭管理者　井上研司‬

‭リフォーム工事に関するお知らせ‬

‭いつも小規模多機能居宅介護Beneをご利用頂きありがとうございます。‬

‭当事業所は開設して13年目を迎えています。今のデイルームのレイアウトは、当初の思い‬
‭や社会状況を考えて形にしました。これから先は人口減少が加速化し、労働者が少なくな‬
‭り、‬‭今と同じような社会維持が困難‬‭になります。この業界では「介護職員だけでご利用者‬
‭を支える」という仕組みが成り立たなくなり、‬‭「誰かが誰かを支え合う事」が必要‬‭になっ‬
‭てきます。そのような時代にでも対応していける事をイメージしたレイアウトにする為、‬
‭リフォームする事にしました。‬

‭工期は‬‭5月20日(月)〜7月31日(水)の約2ヶ月‬‭を予定しています。デイルームの一部を仕‬
‭切って、和室などの解体工事が含まれます。営業をしながらの工事になりますので、大き‬
‭な‬‭「解体する音」‬‭や‬‭「工事する音」‬‭で騒がしくなります。また‬‭デイルームのスペースが狭‬
‭く‬‭なります。しばらくの間、‬‭不快な思い‬‭や‬‭居心地の悪さを感じる‬‭かと思います。‬

‭また工事の都合上、デイルームの居住スペースが狭くなります。スペースが狭くなること‬
‭で、ご利用者様が日中安全にお過ごしが出来ないと判断した場合、家で過ごして頂くこと‬
‭が可能なご利用者様には通いの調整相談をさせて頂く場合があるかもしれません。‬

‭上記の点について、何卒ご理解とご協力のほどよろしくお願いいたします。‬

‭リフォームの内容については別紙をご確認下さい。‬
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‭リフォーム工事の詳細‬

‭❖‬ ‭リフォームのポイント‬

‭➢‬ ‭これから必要とされる‬‭地域共生社会をイメージ‬‭したレイアウト‬
‭■‬ ‭地域共生社会とは、、、、、‬

‭●‬ ‭制度・分野ごとの「縦割り」や「支え手」「受け手」という関‬
‭係を超えて、地域住民や地域の多様な主体が参画し、人と人、‬
‭人と資源が世代や分野を超えてつながることで、住民一人ひと‬
‭りの暮らしと生きがい、地域をともに創っていく社会‬

‭➢‬ ‭ご利用者様同士、そしてスタッフとの‬‭程よい距離感‬

‭➢‬ ‭利用者のみならず、地域住民や子供たちが‬‭集える場所‬‭をイメージ‬

‭❖‬ ‭リフォームの内容‬

‭➢‬ ‭デイルーム‬
‭■‬ ‭小上がりの和室2部屋を解体し、‬‭デイルームを広く‬‭します。‬
‭■‬ ‭デイルームのテーブルを設計士さんにデザインしてもらい新調しま‬

‭す。ご利用者様同士の程よい距離感を保ち、視線の向こうに見えるの‬
‭は心癒される植栽たち！‬

‭➢‬ ‭キッチン‬
‭■‬ ‭配膳台を作り変えて大きくして、ご利用者様が‬‭調理・食事の盛り付け‬

‭などの自立支援の取り組みに参加しやすい環境‬‭にします。‬

‭工事完成後にはご家族様に内覧頂ける機会を企画したいと思います。‬
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